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ランピースキン病の防疫対策の強化 

－ 媒介者と考えられるサシバエを防虫ネットでシャットアウト － 

 

昨年１１月、本県で発生したランピースキン病は、幸いにも当センター管内での発生は

ありませんでしたが、発生農場を中心とした半径 20km 以内に入った農場では、昆虫成長

制御剤（IGR 剤）の散布や本病のワクチン接種を実施し侵入防止対策を講じてきました。 

これから、サシバエの発生が本格化する夏場に向け、嘉麻市の酪農家では、暑熱対策用

の細霧装置に牛体に直接噴霧する殺虫剤を添加するほか、牛舎周辺を薬剤含侵防虫ネット

で覆って、サシバエ等の飛来対策を実施しています。 

 酪農家からは、「本病が侵入してしまうと生乳の出荷及び生体の移動が自粛される、さ

らに周辺農場にも迷惑をかける、今できることは全てやる」との強い思いが伝わってくる

一方で、「サシバエをしっぽで追い払う牛が減った、立ちっぱなしになる牛が減った」な

どサシバエ対策の効果も早速聞かれました。 

IGR 剤の散布、防虫ネットの設置など吸血昆虫対策には費用もかかりますが、普及指導

センターとしては、本病が侵入しないよう普及啓発を行っていきます。 
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防虫ネットを設置した牛舎 捕獲されたサシバエ 


